
　６月４日、自民党県政会の中の、｢新政調システム｣の一環として新設した「政策会議」の第１回目を開催しました。過日の
会派総会にて４つの政策テーマを決定し、全メンバーを４つのチームに配属し、正副座長を互選しました。この日は、「新幹線、
原発、ＴＰＰ、道州制」の４チームに分かれて、座長から資料の説明や今後のスケジュールなどについて協議するとともに、テー
マについての議論もスタートいたしました。
　その結果、新幹線チームは、８月までに京都府議会を訪問して敦賀以西ルート問題について協議すること、同じく上京して本
県選出国会議員と敦賀までの早期開業について政策懇談会を持つことなどを決しました。そして道州制チームは、早速６月１３
日に上京し、自民党の道州制推進本部からヒヤリングをして党の考え方や「道州制基本法案」の提出時期などの進め方を質して、
今後の会派としての対応を検討することや、有識者による研修会を実施することなどを決しました。
　また原発チームは、国の再稼働方針や規制委員会の認可などについて情報収集するとともに、伊方・泊・川内などの他県の
原発事情について政務調査を実施したり、必要に応じて視察をすることを決しました。さらにＴＰＰチームは、非関税となった場
合やＩＳＤ条項による国内県内への悪影響を調査するとともに、情報の取りにくいテーマの中で如何に情報を収集するかを協議す
るために再度開催すること、また講師講演の実施などを決しました。
　４つのチームの会議終了後、正副政調会長と４人の担当事務局が集まり、それぞれのチームの議論の内容を報告し、会派全
員ができるだけ内容を共有できる方法を話し合いました。私も、政調会長として４つチームを巡回させていただきましたが、熱
心な議論が交わされ、早速他県や国へのアクションが試みられるなど、議員各位の積極的な姿勢が見受けられて、初めての
政策会議としては充分な手応えを感じることができました。
　６月２８日には、予算特別委員会の会派の総括質疑を組み立てるために、自民党県政会の「第１回予算特別委員会準備会
議」を開催しました。これも初めての試みです。構成員は、自民党県政会の執行部８名と４つの政調部会の部会長４名の合計
１２名です。この会議も、政調会長として私が提案した「新政調システム」の一環で、会派が組織的に定例県議会の「代表質問」
「一般質問」「常任委員会」「特別委員会」の議員質問と理事者答弁を分析しながら、議論のポイントを設定し、定例県議
会の最終議論の場である「予算特別委員会」で、会派としての総括質問を執行部が担当して重点的テーマに絞って議論を深
めることを目的としています。
　４部会長から、それぞれの常任委員会での議論の内容について報告があり、より深く掘り下げてほしい論点のリクエストを聴き
ました。私の方から質問点をチェックさせていただき、質問の骨子を摺り合わせした上で、本格的な質問作成に入りました。今
回は、最終質問者として私が会派を代表して総括質疑を担当しましたが、より会派全体の意向と方針を反映した｢重み｣が増した
質疑ができたように思いました。

新設した「政策会議」で政策論議 初の試み「予算特別委員会準備会議」
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政調会長として、「新政調システム」と「政策会議」を立ち上げ、
　　“新幹線・原発・ＴＰＰ・道州制”を会派政策として議論スタート！

発行日■平成25年7月31日
発行者■笹岡一彦 福井県あわら市春宮一丁目5-14
 TEL&FAX　0776-73-7105
 www.sasaokakazuhiko.net

笹岡一彦●県議会報告笹岡一彦●県議会報告

笹岡一彦ブログ 検索

当選後早速、議長席で本会議を司る 机上名札も新しい議長室で執務する

県のツートップとして福井県を支える

議員仲間が開く「議長就任を祝う会」

全国議長会で議長就任の挨拶をする

　９月１８日、９月定例県議会の開会日、議員各位のご推挙により、伝統ある福井県
議会の第９５代の議長に選出され、即日就任いたしました。これも偏に、今日まで私を
支持し応援して下さいましたあわら市民はじめ多くの支援者の皆様方のお陰であり、議会
の仲間のご協力の賜物と心より厚く感謝申し上げます。副議長未経験でいきなり議長に
就任するのは１５年ぶりで、現在の県議会議員の中では私一人ということだそうで、誠
に身に余る光栄であり、その期待と責任の重大さに身の引き締まる思いがいたします。
　この上は、北陸新幹線の早期開業、原子力エネルギー政策、国体に向けての環境整
備などの課題に対して、議会の先頭に立ち、自分の持ちうる全力を傾注して取り組んでい
く所存です。そのためにも一日一日を大切にして、思う存分に議長活動を展開し、「アクティ
ブな県議会」を目指してグイグイ引っ張っていく力強い議長になりたいと考えております。
　また、１２月にも成立が見込まれる「議会基本条例」の作り手としても、条例に記され
た「県民に寄り添う県議会」という議会像を体現する議長になりたいと思っております。
　今日まで応援し、信頼してくださった皆様に、議長としての活躍を以て、ささやかなが
ら恩返しの真似事をさせていただき、喜んでいただければ幸いと存じます。
　１０月８日、９月議会最終日、台風１８号で家を失くし店を壊された被災者を一日も
早く救うための「緊急災害復旧補正予算案」を、議長判断で即日上程・即日可決い
たしました。閉会後は、議員仲間の皆さんが会費を出し合って「正副議長の就任をお
祝いする会」を開催して下さり、知事・副知事・教育長・全部局長らも出席して、私た
ちを祝福していただき、大変感激しました。
　１０月９日、定例県議会閉会の翌日、早くも全
国都道府県議長会の役員会出席のために上京し、
議長会の理事として全国議長会にもデビューしまし
た。また、衆参の県選出国会議員の事務所を全て
回り、議長として本県の課題について要請活動をさ
せていただきました。特に就任されたばかりの高木
毅国土交通副大臣は２０代からの仲間であり、お互
いに同時期に責任ある立場についたことを、国と県
のためにフルに活かそうと誓い合いました。 若い頃からの仲間、高木毅副大臣を表敬
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第９５代の福井県議会議長に就任。「アクティブな県議会」と
「県民に寄り添う県議会」とを体現する、新しい議長像に挑戦中！
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12月定例県議会の本会議

国交省の増田優一事務次官三原朝彦自民党副幹事長全国初で県議会議長日程を新聞掲載する

太田昭宏国土交通大臣高市早苗自民党政調会長野田聖子自民党総務会長高木毅国交副大臣

　議長就任以来、「県民に近い県議会」「アクティブな県議会」を目指して、
１１月５日には県議会を挙げて台風１８号の被災地を視察するとともに、
１１月１２日からは全国初で福井新聞の「きょうの県内動静」欄に県議会
議長の日程を掲載スタートいたしました。
　また、９月の議長就任直後から、新幹線で８回、中部縦貫・国道８号
線で３回、原発関係で２回と計13日間の上京を繰り返して、精力的に政
府・与党への陳情を積み重ねてまいりました。
▼新幹線の陳情経過は、以下のとおりです。 （※PT＝プロジェクトチーム）
①１０月９日、単身で国交省の高木毅副大臣に陳情しました。
②１０月１０、１１日、自民党あわら市支部で、稲田朋美大臣、山崎
参議院議長、山本拓ＰＴ座長代行、滝波宏文ＰＴ委員、助田重義衆議、小泉進次郎政務官に陳情しました。

③１０月３０日、福井県と北陸三県、北海道、長崎県の５道県の知事と道県議会議長の１０名が１チームとなって、財務省、
自民党本部、総務省、国土交通省、政府与党新幹線ＰＴを訪れて、陳情を行いました。

④１１月１３日、北陸三県の知事、議長、北経連という構成で、公明党、自民党、与党政府ＰＴ、国交副大臣、財務省、
総務省に陳情いたしました。

⑤１１月２０日、福井県知事、県議会、沿線市町、経済界で、自民党、公明党、国交省の鉄道局長、事務次官、副大臣
に陳情しました。

⑥１２月３日、単身で全国議長会、自民党、山本拓事務所、滝波宏文事務所、高木毅事務所に陳情しました。
⑦１２月１０日、福井県知事、県議会、経済界で、自民党、国交省へ要請活動を実施しました。
⑧１２月２０日、単身で山本拓ＰＴ座長代行、高木毅副大臣、助田重義衆議院議員に陳情しました。

全国初で新聞に議長日程掲載。「県民に見える県議会」を推進！
また、北陸新幹線のスキーム短縮のために、８度の上京で奮闘中！
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 ③  毎日フェイスブックで発信しています

笹岡一彦●県議会報告 「発信と受信」特集笹岡一彦●県議会報告

① 広報誌「GO! FORWARD」を年５回発行しています発 信

電光掲示板に議長氏名が映される歓迎ぶり

浙江省の歓迎会で中国語で挨拶

李強浙江省長と堅い握手を交わす

馮明副主任と再会を喜び合う

　２月１５日、団長として福井県議会訪中団１０名とともに、中国浙江省と３つ
の都市を訪問しました。歓迎レセプションの冒頭の挨拶は中国語でスピーチ。上
手くない中国語が返って会場の空気も明るく和ませたようでした。その後、李強省
長(日本の知事と同じ)ともお話して、「２０年間の両省県の歩みを重んじ、将来的
にも長く交流を重ねましょう。」とお互いの友情を確認いたしました。
　また、昨年浙江省の訪日団団長として福井県に来られた馮明人民代表大会
副主任とも再会し、歓談いたしました。私からその副主任の馮氏と金外事弁公
室主任および張宝貴外事工委員会副主任に対して、「浙江省の人民代表大会
にも “中日友好連盟” を創設して欲しい」と申し入れました。
　そして、クライマックスでは福井県議会訪中団が全員前に進み、中国語版「赤
トンボ」の合唱を提案いたしました。すると栗田幸雄前知事、酒井哲夫元福井
市長も加わってくださり、会場中に配布した歌詞カードを手に手に、参加者全
員で大合唱いたしました。この日中双方の熱い歌声が、国と国のぎこちない関
係を吹き飛ばし、温かい雰囲気で会場が一体となり、浙江省と福井県の距離を
一段と縮める役割を果たすことができたようでした。李強省長も馮明副主任も一
緒に歌って下さって本当に最高に盛り上がった歓迎祝賀会となりました。
　２月１６日、杭州市を発ち、流通特区に指定されている義烏市の「国際商貿
城」を視察しました。ここは、東京ドーム３０個分の広さの床面積に８万店の問
屋が３２万種類のアイテムを取り扱っている世界最大の卸売マーケットです。卸
売マーケットは、国が流通特区に指定してから２０数年間で世界一の雑貨卸売
市場に成長したとのことでした。内容も、家具、調度品、ワイン、美術品、カー
用品、パソコン用品、衣料、工芸品、アロマ用品、料理器具、玩具、アクセサリー
などの卸売店が、５つの巨大な箱の中に集約されており、一日２０万人もの商人
がこの中で活躍しているとのことでした。
　義烏市に表敬訪問し、市長よりも上席の義烏市人民代表大会主任(市議会
議長に当たる)の陳秀仙さんをはじめ義烏市人民政府、商城グループ、義烏市
外事弁室などの関係者と懇談いたしました。
　２月１７日、紹興市を訪れ、魯迅故里を視察しました。魯迅記念館では、
入場するとすぐに「藤野厳九郎先生像」があります。これはあわら市が寄贈し
たプロンズ像で素晴らしい存在感を感じさせるものでした。
　次に、私たちは紹興市の人民代表大会を訪問し、譚志桂主任を表敬いたし
ました。その後に開催された昼食会では、私と同じく若い頃にテニスをしていた
譚氏と意気投合し、義兄弟の盃を交わすことになりました。私が４才年上という
ことで、その杯の後は、譚氏は私のことを「兄よ！」と呼び、私は彼を「弟よ！」
と呼ぶ仲になりました。紹興市の関係者の弁によれば、こんなに盛り上がった歓
迎会は過去に例がなく、深い交流がなされたことに驚いていた様子でした。
　また、浙江省の外事弁関係者も、「いままでの訪中団の中で一番楽しく、友

訪中団の団長として、福井県・浙江省友好締結２０周年記念事業で、
浙江省、紹興市、義烏市、上海市を、公式訪問し、友好を深める。
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政策会議「新幹線」チームの議論風景 国会議員との新幹線政策会議を開催　　

第95代県議会議長に就任する 議長就任祝賀会

３期目３年目の総集編

前半は、政調会長として、「政策会議」を創設し、議会活性化を果たす。
後半は、県議会議長として、「アクティブな県議会」の先頭に立って奮闘中。
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　県議会議員３期目３年目である平成２５年度は、前半は最大会派である自民党県政会の政調会長として、「新政調システム」
を提案し、新たに「政策会議」を創設しました。これは、今まで議員個々の政策案を知事に提案したり、議員発議による政策
条例によって基本的な政策立案を行ったりするだけで、会派として政策論議をする機会が殆ど無かったことから、会派として重要
な政策について深く研究するとともに、研究の結論を総会で諮り、全員が一致したならば、会派政策として認定して、さらに強力
にその実現を推進していこうという狙いです。まさに政策集団としての体制を整備するためのシステムを構築したわけです。
　２４名の会派メンバーを、特別委員会の配属状況に沿って４つのチームに分け、「新幹線」「原発」「ＴＰＰ」「道州制」の４テー
マを持たせて、月に１度の頻度で議論を重ねていくものです。「新幹線」では１２月に敦賀以西ルート問題で京都府議会自民党
府議団を福井にお招きして意見交換会を実施しましたし、「原発」では１１月に敦賀原発に対する規制委員会の安全審査を視察
しました。また、「道州制」では、自民党本部や総務省に赴いて基本法案が提出されるか否かという情報収集をしたり、「ＴＰＰ」
でも農業団体との意見交換などに取り組むなど、会派と議会の政策論議は一段と活発化しました。
　年度後半には、伝統ある福井県議会の第９５代議長に就任し、「アクティブな県議会」「より県民に身近な県議会」を目指し
て奮闘いたしました。新幹線のスキーム短縮や高規格道路、国道８号線バイパスの延伸など合計１５回以上上京しての要請活
動や、原子力規制委員会からの説明会の開催や、安全審査の進め方についての意見書提出なども実施しました。さらには、台
風１８号による嶺南の被災地を県議会を挙げて視察し、早期復旧の道筋を付けたり、福井県議会訪中団の団長として中国浙江
省との友好締結２０周年記念事業を成功させました。
　また、作業部会座長として２年間かけて作成した「議会基本条例」を本年の３月１９日に全会一致で成立に漕ぎ着けました。
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　議員にとって「発
信」は義務であり、
当選させていただい
たことに対する誠意
だと考えております。
　最初は年1回の広
報誌も、年2回、年
4回となり、現在で
は年5回に頻度を上
げて、可能な限りの
「発信と報告」をし
ております。

　この年5回という頻
度は現在の県議会
議員34名中で最も高
い頻度で、ボリュー
ム的にもA4判カラー
4ページ、あるいは
6Pという量は最大値
ということです。
　今後とも、質的に
さらに高めていくよう
努力してまいる所存
です。

　インターネットのホームページは、
初当選した直後の平成15年4月から
開始し、平成18年1月からはブログ
に転換しました。
　そして、平成24年2月からは毎日
ブログを更新しております。
　一方、平成23年1月よりフェイス
ブックを開始しました。現在では、
ほぼ毎日アップしております。



　敦賀以西のルート問題を封印してきた姿勢は正しいと思います。敦賀以西のルートについては敦賀延伸まで
にかなりの年月が予想され、それまでには日本国の社会情勢が大きく変化している可能性もあると思います。
　まずは金沢から福井県内への延伸が先であると思います。福井県にしてみれば原発の多く立地する若狭地域
も無視できませんし慎重な対応が必要かと思います。  （平成23年7月）

　笹岡先生の質問、ネット中継で拝見しました。ユーモアたっぷりに質問に入り、段 と々佳境に差し掛かると
ともに迫力と鋭さを増す質問に、５０分がとても短く感じました。
先生の気さくで温かいお人柄は勿論、よく物事を勉強されていることや、県民のことを大切に考えていらっしゃ
ることが伝わってきました。  （平成24年1月）

　いつも汗をかいて現場を確認され、迅速に対応する。地元にこんな一生懸命な先生がおられることが頼もし
いです。これからも頑張ってください。応援しております。でも、あんまり早く偉くなりすぎて遠い存在になられて
しまうのもどこか寂しい気もいたします。いつまでも、気安く話せる笹岡先生でいてくださいね。そして、お体に
も気をつけて。  （平成24年3月）

　「ＧO！ＦORWARD夏号」読みました。大変お忙しい中、大震災の被害地の視察や県議会での答弁などあわ
ら市の県議会議員として大変誇らしく、前回の選挙で投票させていただいて正解だったと考えています。  
（平成23年8月）

　不思議に思うことがあります。なぜ原発のある福井県が批判されなければならないのでしょうか。これまでの
福井県の貢献を否定されて残念です。県議会の先生方は大局を見て目先だけで判断しないように、また福井
県が周辺や全国から軽く見られないような政策対応を、お願いしたいと思います。  （平成24年5月）

　某ゴロツキ雑誌が先生のことについてたまに批判した記事を書いていますが、先生は選挙では必ず当選して
います。それが民意ではなくてなんなのでしょうか？ああいう雑誌がどのように成り立っているのか？ということは
県民にもかなり知れ渡っていると思います。つまり有権者は馬鹿じゃないということです。ゴロ雑誌が県民の民意
をそれで操作できると勘違いしているならば大きな時代錯誤と言えると思います。  （平成24年9月）

　吉崎の蓮如上人記念館、御山にあります高村光雲四大作の一つ蓮如上人の銅像など、福井には素晴らしい
観光地が沢山存在していると思います。私も吉崎の景色は大好きです。関東の友人に中部縦貫のことを説明し
たところ、沿線は景色景観も良く完成すれば関東東海方面からの観光客は必ず増えると思うとのことでした。
観光もそうですが企業誘致の面からも一刻も早い全線の早期完成を期待したいと思います。 （平成25年8月）

　先日、友人たちと県議会の新幹線特別委員会を傍聴にまいりました。笹岡様が質問し出したらその場の雰囲
気も緊張感が増して、理事者側との間で真剣な議論がされているのを目の当たりにしました。一日も早く開業す
るために、深く勉強して、相手を上回る知識と情報を準備して委員会に取り組んでいらっしゃる姿に感動しまし
た。  （平成25年8月）

　この度、我らが笹岡先生が県議会議長に就任されたことは、正に我 あ々わら市民の誇りです。しかも副議長
を飛び越えていきなりの議長になられたことは近年希で、今まで先生を応援してきたこと自体も名誉に思います。
益々力を付けて、県のため、市のためお働きください。我 に々とって今最も信頼できる政治家です。死ぬまで応
援します。  （平成25年10月）

　議長になられてからも変わらぬ政治姿勢に感心しております。この上なくお忙しいでしょうに地元の行事にもマ
メに出席され、相談すると直ぐに対応してくださり、変わらない気さくな雰囲気でとてもいいと思います。笹岡先
生にはこのままで、これからも何でも言いやすい県民の代表であり続けて頂けたらと思います。  （平成26年2月）

3年間の間にいただいた皆様からのご意見集（抜粋）受 信

※このほかにも多数の声をいただきました。いつも積極的なご意見をいただき、有難うございます。
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